
次性
的
少
数
者
と
は
一
課
題
と
問
題

性
的
少
数
者
の
「
結
婚
」
「
結
婚
式
」

宗
門
の
立
場
か
ら

性
的
少
数
者
の
「
儀
礼
と
し
て
の
結
婚
式
」
に
関
し
て

近
年
、
性
的
少
数
者
(
い
わ
ゆ
る
L
G
B
T
等
)
に
つ
い
て
の
課
題
が

顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
築
地
本
願
寺
に
伺
性
同
士
の
結
婚

式
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
「
。
ハ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
仏
前
奉
告
式
」
と
い
う

名
称
に
て
執
り
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
、
総
局

お
よ
び
企
画
諮
問
会
議
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
に
お
い
て
も
、
問
い
合
わ
せ
内
容
に
関
し
て

検
討
す
る
た
め
に
、
外
部
有
識
者
も
交
え
た
検
討
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、

と
く
に
性
的
少
数
者
の
「
儀
礼
と
し
て
の
結
婚
式
」
に
関
し
て
検
討
を
進

め
て
き
た
。
こ
こ
に
、
そ
の
検
討
結
果
の
報
告
を
お
こ
な
う
。

都
釦
京
〒

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
こ
と
を
前
提
と
し
留
意
L
た
。

L
G
B
T
等
の
い
わ
ゆ
る
セ
ク
シ
ユ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
「
性

的
小
ノ
数
者
」
と
呼
ぶ
。
以
下
の
検
討
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、

人
間
の
性
は
多
様
で
あ
り
、
世
間
で
通
用
し
て
い
る
「
同
性
愛
」

「
同
性
愛
者
」
と
い
う
呼
称
は
誤
解
を
生
み
や
す
い
た
め
、
よ
り
的

確
に
「
性
的
小
ノ
数
者
」
と
い
、
2
言
葉
を
使
う
。
た
だ
し
、
社
会
的
な

慣
例
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
現
段
階
で
理
解
し
や
す
い
場
合

に
は
、
同
性
愛
と
い
、
2
言
葉
も
使
う
。

今
回
の
検
航
題
は
、
性
的
少
数
者
の
「
儀
礼
と
し
て
の
結
婚
式
」

で
あ
り
、
法
的
な
意
味
で
の
結
婚
の
是
非
を
検
討
す
る
も
の
で
は
な

性
的
少
数
者
の
い
わ
ゆ
る
「
結
婚
」
や
「
結
婚
式
」
と
い
う
課
題
の

基
本
に
は
、
性
的
少
数
者
へ
の
差
別
と
偏
見
と
い
う
人
権
の
課
題
が

あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
課
題
を
検
討
す
る
。
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加えず飾らず

遠く、天正十八年に顕如上人より繪所を、文禄二年に准

如上人より表具所を拝命以来四百余年、私ビも繪表所は御

本山の法物調進所としてその伝統を頑なに受け継いで参り
ました。

各御寺院、御門徒様のご本尊様、御影像'修復を手懸け

ます時、幾年月昔、その絵像を制作し、繪表所先達の仕事

振リを垣間見る事が出来ます。絵師、は、その筆運びのー

筆一筆の確かさを、表具師には、'取りの妙と糊使いの柔
らかさ等々を、その時代の息"共に感じ取れます。

伝統の技術技法を守り、次イへ継承していく事、それはあ

る意味手軽に最新の技術む事にも増して困難な仕事だ

と認識しております。{駄を加えず、飾らず』お修復の

原点でございます。

私ビもの元へ里帰りされ、お修復を終えられた御影像が、

本来のご安置場所'ーリになられた後、皆様方からお喜
びの声を頂き、、紙等を拝見致します時、その使命

の重大さをしし感じずにはおれません。
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1
)
性
的
少
数
者
と
は
一
課
題
と
問
題

人
が
恋
愛
の
対
象
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
象
を
選
択
す
る
か
を
考
え

る
前
に
、
個
人
が
自
分
の
性
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
自
己
認
識
を
持
つ
か

を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
も
含
め
て
、
以
下
の
こ
と
を

確
認
し
て
お
こ
、
つ
。

【
身
体
的
性
】
身
体
的
に
女
性
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
か
、
男
性
的

特
徴
を
備
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
0

【
性
自
認
】
身
体
的
特
徴
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
が
精
神
的
に
女
性

で
あ
る
か
、
男
性
で
あ
る
か
を
、
ど
の
よ
う
に
自
己
認
識
し
て
い
る

か
と
い
、
つ
こ
と
0

【
性
指
向
】
ど
の
よ
う
な
存
在
を
恋
愛
の
対
象
と
し
て
選
ぶ
か
、
と

い
、
つ
こ
と
0

こ
の
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
恋
愛
や
「
結
婚
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、

身
体
的
に
は
男
性
、
性
自
認
も
男
性
、
性
指
向
は
女
性
の
い
わ
ゆ
る
男
性

と
、
身
体
的
に
は
女
性
、
性
自
認
も
女
住
性
指
向
は
男
性
と
い
う
い
わ

ゆ
る
女
性
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
例

え
ぱ
、
相
対
的
に
は
少
数
で
は
あ
る
が
、
身
体
的
に
は
男
性
、
性
自
認
は

女
性
、
性
指
向
は
女
性
、
あ
る
い
は
性
指
向
は
男
性
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。
理
解
L
や
す
く
す
る
た
め
に
、
性
に
関
す
る
三
要
素
を
使
っ
て
、
次

の
よ
、
つ
な
図
を
一
木
し
て
お
く

[
性
の
三
要
素
]

身
体
の
性

心
の
性
(
性
自
認
)

恋
愛
の
対
象
(
性
指
向
)

や
や
煩
雑
に
な
る
が
、
こ
の
図
か
ら
だ
け
で
も
、
単
体
と
し
て
は
、
身

体
的
男
性
に
も
性
自
認
と
性
指
向
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
4
種
が
存
在
し

う
る
し
、
さ
ら
に
両
性
愛
者
も
含
め
る
と
さ
ら
に
多
様
に
な
る
。
ま
た
、

女
性
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
恋
愛
と
は
両
者
の
組
み
合
わ
せ

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
合
数
は
非
常
に
複
雑
で
、
多
様
に
な
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
よ
、
つ
。

け
人
ギ
つ

男

理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
欧
米
で
は
性
的
少
数
者
を
「
L
G
B
T
」
と
呼
称
し
て
い
る

が
、
そ
れ
を
簡
略
に
示
し
て
お
こ
う
。

L
 
一
レ
ズ
ビ
ア
ン
(
女
性
同
性
愛
者
)

G
 
一
ゲ
イ
(
男
性
同
性
愛
者
)

B
 
一
バ
イ
セ
ク
シ
ユ
ア
ル
(
男
女
両
性
に
惹
か
れ
る
者
)

T
 
一
ト
ラ
ン
ス
ジ
エ
ン
ダ
ー
(
身
体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
)

こ
の
他
に
も
、

Q
一
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
(
性
自
認
、
性
指
向
が
定
ま
っ
て
い
な
い
者
)

<
ア
セ
ク
シ
ユ
ア
ル
(
無
性
愛
者
)

は
ん
ち
峰
う

と
い
う
範
疇
も
あ
り
、
性
的
少
数
者
に
は
定
鞭
し
き
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
「
性
」
の
あ
り
方
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
名
称
や
定
義
は
一
応
の
も
の
と

さ
て
、
性
的
多
数
者
は
、
こ
れ
ら
の
性
的
小
ノ
数
者
や
そ
の
性
指
向
が

「
病
的
」
あ
る
い
は
「
異
常
」
で
あ
る
と
い
う
先
入
観
を
持
ち
、
意
識
的

に
も
社
会
的
に
も
差
別
を
し
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
?

こ
れ
に
関
L
て
は
、
次
の
こ
と
を
ま
ず
私
た
ち
は
厳
粛
に
受
け
と
め
る

ぺ
き
で
あ
ろ
う
0

す
な
わ
ち
、
 
W
H
0
 
(
世
界
保
健
機
関
)
が
1
9
9
0
年
に
、
そ
れ
ま

で
性
的
少
数
者
(
同
性
愛
)
を
治
療
の
対
象
と
し
て
分
類
し
て
い
た
が
、

性
的
少
数
者
の
性
自
認
や
性
指
向
を
疾
病
分
類
名
か
ら
完
全
に
削
除
し
、

つ
い
で
1
9
9
3
年
に
、
性
的
小
ノ
数
者
は
い
か
な
る
意
味
で
も
治
療
の
対

線
で
は
な
い
と
し
た
こ
と
。

ま
た
、
国
連
人
権
理
事
会
は
2
0
1
1
年
に
、
:
W
0
ヨ
勺
ネ
ゆ
円
豆

国
皀
巴
 
1
m
Φ
谷
巴
 
9
一
曾
亘
一
含
男
ル
 
0
雪
ル
霞
豈
Φ
妾
q
 
ヨ
エ
仁
ヨ
習

力
員
亘
m
げ
讐
ー
ミ
つ
ま
り
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
と
平
等
1
人

権
に
お
け
る
性
的
指
向
と
性
自
認
1
」
を
決
議
採
択
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
際
的
な
潮
流
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
性
的
少
数
者
の

存
在
と
性
指
向
は
、
「
病
的
」
で
も
な
く
、
「
異
常
」
で
も
な
く
、
そ
う
で

は
な
く
「
性
の
在
り
方
は
多
様
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
、
国
際
的
な
認
識

と
な
つ
て
い
る
。

849年飢報一示94

ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
共
通
す
る
事
項
で
あ
る
。
 
L
G
B
T
等
の
当

事
者
と
圧
倒
的
多
数
者
(
い
わ
ゆ
る
異
性
愛
者
)
と
の
間
に
は
明
確

な
線
引
き
は
で
き
な
い
。

性
的
な
相
対
的
多
数
者
と
性
的
少
数
者
の
存
在
は
、
二
つ
の
範
疇
に

分
類
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
性
の
多
様
性
」
と
い
う
事
実
そ
の

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
異
性
愛
者
」
が
圧
倒
的
多
数
派
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
普
通
」
で
あ
り
、
性
的
少
数
者
が
少
数
で
あ
る
が
故
に

「
異
常
」
で
あ
る
と
い
、
つ
鷺
は
、
誤
り
で
あ
る
。

「
性
指
向
(
ど
の
よ
う
な
存
在
を
恋
愛
の
対
象
と
し
て
選
ぶ
か
)
」
を
趣

味
・
噌
好
の
問
題
、
あ
る
い
は
自
ら
の
意
思
で
「
同
性
愛
者
」
に
な

つ
た
、
「
同
性
愛
」
は
自
由
意
思
で
選
択
し
た
と
い
う
認
識
は
誤
り

で
あ
る
。
ま
た
、
各
種
の
調
査
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
性
的
小
ノ

数
者
と
は
、
ど
の
よ
う
な
文
化
、
社
会
に
も
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

で
存
在
し
て
お
り
、
時
代
的
な
流
行
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

」
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
性
自
認
」
と
「
性
指
向
」
と
は
、
 
L
G
B
T
等
の
当
事
者
に
限
ら

さ
て
、
こ
の
よ
、
つ
に
、
性
的
小
ノ
数
者
と
は
性
の
多
様
性
の
な
か
で
需

さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
日
本
の
社
会
で
は
、

性
的
多
数
者
が
そ
の
よ
う
な
適
切
な
認
識
を
持
た
な
い
た
め
に
、
性
的
小
ノ

左
や

数
者
は
青
年
期
か
ら
自
ら
の
性
自
認
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
認
識
に
悩
む

か
か

だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
を
打
ち
明
け
ら
れ
ぬ
苦
悩
を
抱
え
、
差
別

に
苦
し
ん
で
お
り
、
自
死
率
も
高
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。

「
性
自
認
」
と
「
性
指
向
」
と
は
あ
ら
ゆ
る
人
に
共
通
す
る
事
項
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
の
多
様
性
が
適
正
に
認
識
さ
れ
ず
、
特
定
の
性
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自
認
や
性
指
向
が
、
批
判
や
否
定
を
さ
れ
、
差
別
に
曝
さ
れ
た
り
、
あ
る

い
は
権
利
が
制
限
さ
れ
て
い
る
現
状
は
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
宙

由
か
つ
平
等
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
「
日
本
国
憲
法
一
に
も
反
す
る
こ

と
と
い
ぇ
よ
う
。
(
「
日
本
国
憲
法
』
第
H
条
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に

平
等
で
あ
つ
て
、
人
種
信
条
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
ょ
り
、
政

治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。
」
)

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
先
に
見
た
W
H
0
や
国
連
人
権
理
事
会

の
決
議
の
よ
う
な
国
際
的
な
流
れ
の
み
な
ら
ず
、
近
年
で
は
日
本
の
地
方

自
治
体
や
民
間
企
業
で
も
性
的
少
数
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
克
服
し

て
い
く
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
東
京
都
の

渋
谷
区
が
制
定
し
た
「
渋
谷
区
男
女
平
等
及
ぴ
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会

を
推
進
す
る
条
例
」
が
あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
、
い
か
な
る
差
別
も
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
人
権
尊
重
の
理
念
と
人
々
の
性
の
多
様
性
へ
の
理
解

を
、
区
民
全
体
で
共
有
で
き
る
よ
う
、
ま
た
自
分
と
違
う
他
者
小
ノ
数
者

を
否
定
し
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら

る
こ
と
を
伴
う
社
会
制
度
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
1
9
4
7
年
に
制
定
さ

れ
た
「
民
法
』
第
4
編
「
親
族
」
に
、
第
一
章
「
齢
」
、
第
二
章
「
婚

姻
」
、
第
三
章
「
親
子
」
、
第
四
章
「
親
権
」
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
連
し
て
、

第
5
編
「
相
続
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
民
法
規
定
の
背
景
に
は
、
明
治
政
府
は
近
代
国
家
と
し
て
国
民
を

国
家
管
理
の
下
に
お
く
た
め
、
 
1
8
7
2
年
に
之
戸
籍
法
」
を
制
定
し
、

そ
こ
で
婚
姻
を
ふ
く
む
戸
籍
制
度
を
確
立
し
、
国
民
を
「
家
」
「
家
族
」

の
単
位
で
登
録
し
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
0
 
さ
ら
に
、

1

8
9
8
年
に
制
定
さ
れ
た
「
旧
民
法
一
で
は
、
戸
籍
法
を
も
と
に
婚
姻

家
族
制
度
を
制
定
し
、
そ
れ
が
現
行
『
民
法
一
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

る
0

こ
れ
ら
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
近
代
日
本
で
は
「
法
的
に
認
め
ら

れ
た
婚
姻
を
基
本
と
す
る
家
族
制
度
」
と
い
う
価
値
観
が
あ
り
、
婚
姻
関

係
と
は
法
的
に
認
め
ら
れ
た
場
合
の
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
0

Ⅱ
)
性
的
少
数
者
の
「
結
婚
」
「
結
婚
式
」
に
つ
い
て

【
結
婚
と
は
何
か
?
1
法
的
な
,
味
1
一

法
的
な
意
味
で
の
結
婚
と
は
、
単
に
愛
し
合
う
二
人
が
共
に
生
き
る
こ

と
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
法
的
に
二
人
の
関
係
を
認
知
し
、
法
律

に
ょ
っ
て
制
度
化
し
、
両
者
の
社
会
的
な
権
利
と
蔓
務
を
定
め
、
保
護
す

企
業
に
ょ
る
諸
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
(
民
間
レ
ベ
ル
)

(
結
婚
式
場
で
の
「
結
婚
式
」
は
法
的
な
も
の
で
は
な
く
、
儀
礼
で

あ
る
た
め
、
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
は
低
い
。
寺
院
な
ど
の
宗
教
施
設

で
の
「
結
婚
式
」
も
こ
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
)

【
性
的
少
数
者
の
「
結
婚
」
「
結
婚
式
」
に
つ
い
て
】

性
的
少
数
者
の
「
結
婚
」
や
「
結
婚
式
」
に
関
し
て
は
、
国
内
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
例
か
ら
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
ハ
ー
ド
ル
を
仮
定
し
て
考
え

る
と
理
解
し
安
い
で
あ
ろ
う
0

声
差
別
の
な
い
結
婚
を
法
律
で
正
式
に
認
め
制
定
す
る
(
国
家
レ

ベ
ル
)

中
一
。
ハ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
の
証
明
な
ど
(
地
方
行
政
レ
ベ
ル
)

ハ
ー
ド
ル
が
も
っ
と
も
高
い
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
や
ア
メ
リ
カ
が
国
レ
ベ
ル
の
対
応
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
法

的
に
は
認
め
て
い
る
が
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
性
的
小
ノ
数

者
へ
の
差
別
を
自
己
批
判
し
て
い
る
も
の
の
、
「
結
婚
」
「
結
婚
式
」

は
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
(
創
造
神
に
ょ

る
男
女
の
創
造
)
を
厳
格
に
解
釈
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

5

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
ブ
の
証
明
な
ど
に
つ
い
て
は
、
既
見
の
「
渋
谷
区

男
女
平
等
及
ぴ
多
様
性
を
薗
重
す
る
社
会
を
推
進
す
る
条
例
」
が
あ

り
、
そ
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
2
条
(
7
Y
同
性
愛
者
、
両
性
愛
者
及
び
無
性
愛
者
で
あ
る
者

並
び
に
性
同
一
性
障
害
を
含
め
性
的
違
和
が
あ
る

者
を
性
的
少
数
者
と
定
巽
す
る
。

さ
て
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
は
法
律
上
の
籾
壁
疋
と
は
異
な

る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
例
え
ば
、
病
院
な
ど
で
は
、
こ
の
証
明
霄
に

よ
っ
て
配
偶
者
と
同
等
の
対
応
が
と
ら
れ
た
η
(
危
篤
、
面
会
謝
絶
の
場

合
な
ど
親
族
と
し
て
面
会
が
可
能
と
な
る
)
、
保
険
会
社
や
一
般
企
業
で
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
証
明
と
し
て
使
、
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
、
つ
に
な

る
。
さ
ら
に
、
性
的
小
ノ
数
者
を
精
神
的
に
激
励
全
ン
パ
ワ
1
)
す
る
と

い
う
意
味
で
も
、
非
常
に
効
果
の
あ
る
制
度
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

第
2
条
(
8
Y
 
「
男
女
の
婚
姻
関
係
と
異
な
ら
な
い
程
度
の
実

を

行
す
る
。

第
W
条

備
え
る
戸
籍
上
の
性
別
が
同
一
で
あ
る
二
者
間
の

社
会
生
活
関
係
」
を
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て

認
定
す
る
。

区
長
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
証
明
を
発

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
法
的
に
、
あ
る
い
は
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ツ
プ
証
明
の
よ
、
つ
な
形
で
も
、
性
的
少
数
者
の
「
結
婚
」
や
「
結
婚

式
」
に
反
対
す
る
意
見
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
、
反
対
意
見
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
「
憲
法
や
法
律
で

認
め
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
「
日
本
国

憲
法
』
第
N
条
1
 
「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
い
て
成
立

し
、
夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
相
互
の

協
力
に
ょ
り
、
維
持
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」
と
い
、
つ
条
文
で

あ
り
、
「
両
性
」
を
い
わ
ゆ
る
常
識
概
念
の
「
男
竺
と
「
女
性
」

で
あ
る
と
解
釈
し
、
性
的
少
数
者
の
結
婚
は
認
め
ら
れ
な
い
、
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
法
的

に
認
め
た
結
婚
制
度
を
基
本
と
し
た
家
族
制
度
が
日
本
の
社
会
秩
序

を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
価
値
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
は
、
(
1
)
条
文
の
「
両
性
」
の
異
な
っ
た
解
釈
も
あ

り
、
(
2
)
ま
た
憲
法
制
定
当
時
に
は
性
的
少
数
者
の
課
題
は
顕
在
化
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
わ
、
(
3
)
さ
ら

に
、
多
数
者
の
単
一
の
価
値
観
の
み
を
正
し
い
と
し
て
ょ
い
の
で
あ
ろ
う

か
、
多
様
性
を
認
め
少
数
者
を
尊
重
す
る
の
が
民
主
主
鞭
の
原
則
で
あ
る

と
い
っ
た
批
判
も
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
「
理
解
で
き
な
い
」
「
気
持
ち
が
悪
い
」
と
い
う
非

理
性
的
な
嫌
悪
感
、
誤
っ
た
先
入
観
か
ら
の
反
対
も
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
、
性
的
少
数
者
に
対
す
る
嫌
悪
の
感
情
は
、
痕
己
内

の
差
別
意
識
と
し
て
克
服
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
ま
し
て
嫌
悪

の
感
情
か
ら
、
他
者
の
当
然
の
権
利
を
認
め
ず
に
、
逆
に
侵
害
し
抑

い
ち
じ
"
0

圧
す
る
こ
と
は
、
著
し
い
差
別
で
あ
り
、
是
正
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
性
的
少
数
者
の
「
結
婚
」
「
結
婚
式
」
に
関
し
て
は
、

人
権
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
、
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
、
国
内
外
で
の
大
き
な
潮
流
で
あ
る
。

(
浄
士
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
長
丘
山
願
海
)

題
と
し
て
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

宗
門
は
こ
れ
ま
で
長
年
、
人
権
運
動
・
反
差
別
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
と
い
う
実
績
も
あ
る
。
性
的
少
数
者
へ
の
差
別
意
識
に
向
き
合

「
結
婚
」
「
結
婚
式
」
を
も
含
め
て
今
後
現
実
的
に
出
て
く
る
で
あ

い
、

ろ
う
諸
課
題
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
実
繊
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
、
つ
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
仏
教
的
、
真
{
示
的

な
観
点
か
ら
、
基
本
的
な
考
え
方
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

Ⅲ
)
宗
門
の
立
場
か
ら

本
論
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
性
的
少
数
者
の
「
結
婚
」
「
結
婚
式
」

の
妥
当
性
と
い
う
課
題
を
設
定
す
る
以
前
に
、
こ
の
課
題
の
根
本
に
は
性

的
少
数
者
へ
の
差
別
、
偏
見
を
克
服
す
る
と
い
う
こ
と
が
宗
門
内
外
の
課

【
仏
教
の
人
問
理
解
か
ら
】

L
上
ぎ
と
う
哲
じ
と
う

え
ん
害

「
諸
行
無
常
」
と
「
縁
起
」
の
真
理
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
、
万
物
は
、
無
始
の
過
去
以
来
そ
し
て
未
来
永
劫
に

わ
た
り
、
一
切
が
互
い
に
関
わ
り
あ
い
つ
つ
、
一
瞬
も
留
ま
る
こ
と
な
く

し
ょ
ほ
う
 
b

が

く
う

変
化
転
変
し
続
け
て
い
る
。
「
諸
法
無
我
」
の
教
え
や
発
キ
」
の
真
理
が

説
く
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
固
定
的
な
「
自
我
」
は
存
在
し
得
な
い
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
識
の
働
き
を
持
っ
た
私
た
ち
は
固
定
的
な
「
自

し
0
う
U
゛
<

我
」
を
計
ら
い
妄
想
し
、
そ
の
自
我
に
執
着
し
、
自
己
忠
的
、
自
己

閉
鎖
的
な
在
り
方
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
0
 
こ
れ
こ
そ
が
自

(
自
己
)
と
他
(
他
者
)
と
の
対
立
と
排
除
の
意
識
を
生
み
出
す
の
で
あ

る
。
こ
の
自
他
の
対
立
こ
そ
が
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
根
源
に
あ
る
こ
と
を

改
め
て
最
す
べ
き
で
あ
ろ
、
つ
。

対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
経
典
上
で
は
「
十
方
衆
生
」
「
一
切
衆
生
」

と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
如
来
は
誰
ひ
と
り
見
放
す
こ
と

な
く
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
か
な
る
人

で
あ
っ
て
も
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
阿
弥
陀
如
来
の
四
十
八
の
本
願

が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
如
来
に
願
わ
れ
、
し
か
も

縁
起
的
に
存
在
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
者
を
差

お
ろ

別
し
、
排
除
す
る
愚
か
さ
に
甘
ん
じ
て
い
て
ょ
い
の
だ
ろ
う
か
?

【
宗
門
の
現
代
的
な
取
り
組
み
と
し
て
】

性
的
少
数
者
の
「
結
婚
」
「
結
婚
式
」
は
性
自
認
や
性
指
向
で
苦
悩
す

る
人
び
と
の
切
実
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
我
が
宗
門
が
、
苦
悩
す
る

人
び
と
、
小
ノ
数
弱
者
に
寄
り
添
う
こ
と
を
使
命
と
す
る
の
で
あ
れ
ぱ
、

「
結
婚
」
と
い
う
法
的
な
面
で
解
決
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
っ
て
も
、

例
え
ば
、
先
に
見
た
渋
谷
区
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
」
な
ど
に
も

倣
っ
て
、
「
。
ハ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
仏
前
奉
告
式
」
を
執
り
行
う
こ
と
に
、

教
理
的
に
は
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
室
が
実
施
中
の
「
思
春
期

若
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
」
の
中
で
も
、
性
的
小
ノ
数
者

の
悩
み
に
寄
り
そ
う
こ
と
を
も
課
題
と
し
て
お
り
、
当
事
者
を
講
師
に
招

く
な
ど
し
て
学
び
を
進
め
て
い
る
。

性
的
少
数
者
に
関
わ
る
課
題
に
対
し
て
、
宗
門
は
今
後
も
積
極
的
に
意

識
改
革
を
進
め
、
性
的
少
数
者
に
寄
り
添
う
実
践
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

か
ん
よ
う

こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

貫
宗
に
お
け
る
結
婚
の
意
味
】

ほ
う
わ
ん
し
と
う
仁
ん

法
然
聖
人
は
「
ひ
じ
り
で
申
さ
れ
ず
ば
、
め
を
ま
う
け
て
申
す
べ
し
。

妻
を
ま
う
け
て
申
さ
れ
ず
ぱ
、
ひ
じ
り
に
て
申
す
べ
し
」
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
(
法
然
聖
人
「
禪
勝
房
傳
説
の
詞
」
)
念
仏
者
と
し
て
生
き
て
い
く
た

め
に
、
も
つ
と
も
好
ま
し
い
環
境
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
の
世
間
的
な
常
識
や
批
判
を
超
え
て
、
親
聖
人
が
恵
信

尼
さ
ま
と
歩
ん
だ
生
き
方
に
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

【
経
典
か
ら
】

だ
い
ひ

阿
弥
陀
如
来
の
平
等
の
大
悲
あ
る
い
は
本
願
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を

じ
0
王
う
し
0
じ
ょ
う
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